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小学校 国語 
文学的な文章を読む学習において， 
叙述を基に，人物の理解を広げることができる児童の育成 
－「人物キャッチコピー」を基に交流する活動を通して－ 

 

野辺地町立若葉小学校  教諭  熊 澤  由美子   

 

要    旨 

 

本実践は，文学的な文章を読む学習において，叙述を基に，人物の理解を広げることができる 

児童の育成を目指したものである。児童が，登場人物の心情・性格・様子などを表現した「人物 

キャッチコピー」を作り，それを基に交流する活動を行うことは，人物の理解を広げることの一 

助となることが示唆された。 

キーワード：小学校 国語 文学的な文章 人物の理解 人物キャッチコピー 交流 

 

Ⅰ 問題と目的 

 

 小学校学習指導要領（平成 20 年３月告示）の国語科において，「Ｃ 読むこと」の「文学的な文章の解釈」

に関する指導事項として，登場人物の人物像の把握等に関する内容について次のように系統化を図っている。 

［第１学年及び第２学年］ 

 Ｃ(1) ウ 場面の様子について，登場人物の行動を中心に想像を広げながら読むこと。 

［第３学年及び第４学年］ 

 Ｃ(1) ウ 場面の移り変わりに注意しながら，登場人物の性格や気持ちの変化，情景などについて，叙述 

を基に想像して読むこと。 

 青森県教育委員会がまとめた「平成 28 年度学習状況調査実施報告書」(2016)において，「読むこと」の文

学的な文章の指導における課題として，「 複数の叙述を基に登場人物の人物像を捉える力の向上」が挙げら

れている。そして，今後の指導について，「 登場人物の行動や会話などの叙述を，一つの場面からだけでは

なく，作品全体から複数取り出し，それらを基にして考える学習が求められる」としている。さらに，「 人

物像を捉える学習によって，人物の心情が場面の移り変わりと関連付けられ，作品全体を読む力が高まって

いく。人物像を捉える学習は主として第３・４学年であるが，第１・２学年においても人物像の捉えを見据

えた授業が求められている」としている。 

 本学級においても，授業中の発表や学習で用いたワークシートの記述内容から，どの登場人物の行動なの

かを正確に捉えていなかったり，行動や会話の叙述を基に人物像を捉えていなかったりする児童の様子がう

かがえる。また，人物像を捉える時の根拠となる叙述を見付けられない児童もいる。さらに，ペアやグルー

プで交流する活動においては，うまく考えを伝え合うことができないため，考えの形成や再構築につながっ

ていない状況である。 

 以上のことから，本学級における課題の要因を分析すると，次の三点にまとめることができる。 

 ・主語を正確に捉えていないこと。 

 ・人物像を捉えるための根拠となる行動や会話の叙述を見付けられないこと。 

 ・考えの交流の仕方が分からなかったり，交流をする前と後での変容が自覚できず，成就感を得られなか

ったりすること。 

 これらの課題の要因を踏まえ，人物像の捉えを見据えた授業を行うことにした。人物像を捉える学習は主

として第３・４学年であるが，第１・２学年において，人物の理解を広げることが，第３・４学年における

人物像を捉える学習につながると考えた。そこで，本実践では，文学的な文章を読む学習において，誰がど

のような行動や会話をしたのかの叙述を手がかりに，登場人物の「人物キャッチコピー」を作ること，さら

に，「 人物キャッチコピー」を基に交流する活動を行う。この二つの手立てが，人物の理解を広げることが

できる児童の育成に効果的ではないかと考え，本主題を設定した。 
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Ⅱ 実践内容 

 

１ 実践における基本的な考え方 

(1) 人物の理解を広げることについて 

  これまでの筆者の文学的な文章を読む授業では，場面の様子や登場人物の心情・性格・様子などを想像

できるように，場面分け，登場人物の確認，言葉の抜き書き(視写)，言葉の意味の確認，動作化，音読の

工夫などを行ってきた。学習を進める中で，主語と述語の関係が正確に分からず，どの登場人物の行動な

のかを正確に捉えていないまま読んでいたり，人物の行動について生活経験を基に想像しながら読むこと

が少なかったりしたため，場面の様子や登場人物の心情・性格・様子などを想像することが難しいと感じ

る児童が多く見られた。 

文学的な文章の読みについて青山(2011)は，低学年では，「 いつ，どこで，だれが，どんな出来事に出

会って，最後はどうなったかが分かれば，物語を楽しむことができる」と述べており，さらに「『 登場人

物』 は，特に重要です。(中略)物語は中心人物に寄り添って読み進めるからおもしろいのです」 とも述

べている。 

本実践において，人物の理解を広げることとは，「 叙述を基に場面の様子や登場人物の行動を捉えて，

人物の心情・性格・様子などについて想像を広げながら読むこと」とする。人物の理解を広げることで，

人物に寄り添って読むことができ，物語を楽しく読むことができると考える。 

(2) 「人物キャッチコピー」について 

キャッチコピーは，告知や宣伝に用いられ，うたい文句やあおり文句となる文章である。本実践では，

登場人物の心情・性格・様子などを短い言葉で表現したものを「人物キャッチコピー」とする。「人物キ

ャッチコピー」は，登場人物の心情が分かる行動や会話の叙述と，登場人物がどんな気持ちだったのか，

なぜこのような行動をしたのかなどについて自分で考えたこととを関連付けて短い言葉で表現する。「人

物キャッチコピー」には次の二つの効果がある。 

・行動や会話の叙述を関連付けて登場人物の心情・性格・様子などを考えることができる。 

・短い言葉で表現するので，低学年の児童でも考えやすく，グループや全体で交流する活動の前に，個人 

の考えをもつことができる。 

「人物キャッチコピー」を考えることが，人物の理解につながり，「人物キャッチコピー」を基に交流

する活動によって，人物の理解が広がると考える。 

文学的な文章の読みには，中心人物同化型の読みと客観型の読みがある。低学年では，中心人物になり

きって，作品世界を楽しむ中心人物同化型の読みが多い。中学年になると，作品を読む視点が，中心人物

から読者に変わっていき，客観型の読みをするようになっていく。「人物キャッチコピー」を考えること

で，登場人物を客観的に捉える読みにつながると考える。 

(3) 「人物キャッチコピー」を基に交流する活動について  

  これまでも筆者の実践では，学習活動の中にペアやグループで交流する活動を取り入れてきた。だが，

児童は自分の考えが曖昧なまま交流して，相手に考えを伝えられなかったり，お互いに自分の考えを一方

的に伝えるだけで終わってしまったりしていた。交流する活動は考えの形成や再構築につながっていない

ことが多かった。 

本実践の対象児童に対して事前に４件法による意識調査を行ったところ，「 あなたは，友達と交流する

ことが好きですか」という質問に対して，「とても好き」「だいたい好き」と回答した割合が 61.9％，「あ 

まり好きではない」「好きではない」と回答した割合が 38.1％であった。交流が好きではない理由として， 

「はずかしいから」「自信がないから」「話そうとしても話せないから」「どうやって話せばいいか思い浮

かばないから」などが挙げられた。意識調査の結果から，約４割の児童が，自分の考えに自信をもてなか

ったり，交流の仕方が分からなかったりして考えを伝えられないことが分かった。 

このような児童の実態から，相手に自分の考えを伝えられるようにする手立てとして，「 人物キャッチ

コピー」を基にグループで交流する活動を考える。「 人物キャッチコピー」を基に交流することで，自信

をもって考えを相手に伝えることができたり，話題が焦点化できたりすると考える。また，グループで交

流する活動が活発に行われない場合は，教師が全体交流の場を設けて発問をしたり，グループ内に入って

質問したりして交流する活動を促す。そうすることにより，自分が気付かなかった叙述や人物キャッチコ

ピーを知り，人物の理解をさらに広げることができると考える。 
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２ 検証授業の実際                        

(1) 対象者，実施期間                                        表１ 単元の指導計画 

対象者：野辺地町立若葉小学校２年２組  

21 名（男子 11 名，女子 10 名） 

実施期間：平成 29 年 10 月６日（金）～ 

10 月 20 日（金） 

(2) 単元の指導計画 

本実践は，「お手紙」（国語二下 光村図

書）を教材とし，単元の終末に「３年生への

音読劇発表会」を設定して授業実践した。単

元の指導計画は表１のとおりであり，検証の

対象となる授業は，３時間目～７時間目であ

る。 

(3) 授業の流れ 

本文にサイドラインを引いたりキャッチコピー等を記入したりすることができる図１のようなワークシ

ートを用いて，図２の学習過程で授業を行った。なお，ワークシートは，各場面の本文を１枚に載せて，

ステップ１からステップ４まで書き込む構成をどの場面も同じにした。２時間目に，会話文のかぎ

（「 」）の上に話した人物のシールを教科書に貼って，どの登場人物の会話文かを学級全体で確認した。

そして，ワークシートの会話文の上に話した人物の絵を付けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図２ 学習過程 

 

 

         図１ ワークシート                  

 

(4) サイドラインと「人物キャッチコピー」について 

  これまで本学級の児童は，文学的な文章を読む学習において，内容理解のために，本文を読み，場面の

様子や登場人物の心情を想像できた言葉を，教師が作成した穴埋め式のワークシートに抜き書き（視写）

する学習をしてきた。しかし，穴埋め式のワークシートでの学習では，抜き書きした言葉や文を関連付け

て，場面の様子や登場人物の心情を想像する学習にはなりにくかった。 

そこで，本実践では，児童が場面の様子や登場人物の心情を想像するための言葉や文に自力で着目させ

る活動として，叙述にサイドラインを引かせることにした。それにより，サイドラインを引いた複数の言

葉や文を関連付けて「人物キャッチコピー」が作りやすくなると考えた。しかし，本学級の児童は，これ

まで，自力でサイドラインを引きながら文学的な文章を読んだことがなかった。そのため，登場人物の心

情が分かる言葉や文にサイドラインを引いていくことについて，単元の導入段階に全体で確認した。 

サイドラインを引く時には，誰がどのような行動をしたり，会話をしたりしているのかに着目させなが

ら読ませた。そして，サイドラインを引いた複数の叙述を関連付けて，登場人物がどんな気持ちだったの

か，なぜこのような行動をしたのかなどについて個人で考えさせ，「人物キャッチコピー」を作らせた。 
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(5) 「人物キャッチコピー」を基に交流する活動 

  「人物キャッチコピー」を基に交流する活動は，３人グループで行った。自分で考えた「人物キャッチ

コピー」を話す時に，サイドラインを引いた叙述（根拠）や理由も話させることで，同じグループ内の友

達が叙述を基に人物の心情・性格・様子などを捉えられるようにした。また，ワークシートのステップ２

に友達が考えた「人物キャッチコピー」を書かせ，自分の考えと比べながら交流できるように，「 同じ・

にている・なっとく・かわった」の中から当てはまるものに丸をつけさせた。 

  グループで交流する活動が活発に行われない場合，次の手 

立てを取り入れた。 

・全体交流の場を設けて，教師が登場人物の行動や会話を学  

級全体に確認したり，発問したりする。 

・教師がグループ内に入って質問をし，その質問に対してグ 

ループで再度話し合わせる。 

・叙述（根拠）だけではなく理由も話せるようにするために  

話型表（表２）を提示する。 

 

３ 検証方法 

(1) サイドラインと「人物キャッチコピー」との関係の分析 

  ワークシートにおける「本文へのサイドラインの本数」と児童の考えた「人物キャッチコピー」（ ステ

ップ１）の記述内容との関係を分析し，叙述から登場人物の心情・性格・様子などを捉えて人物を理解で

きたかを検証する。 

(2) 「人物キャッチコピー」の内容分析 

  交流前の「人物キャッチコピー」（ステップ１）と交流後の「人物キャッチコピー」（ステップ３）の記

述内容を分析し，交流する活動が人物の理解を広げるのに有効であったかどうかを検証する。 

(3) 意識調査の実施 

同一学級において検証授業の事前と事後で，文学的な文章を読むことに対する意識調査を行い，その変

容を分析する。    

 

Ⅲ 成果 

 

１ サイドラインと「人物キャッチコピー」との関係について 

  各場面のワークシートから，表３にある登場人物の心情が分かる言葉や文に引いたサイドラインの本数

と，表４で示した評価基準に照らした「人物キャッチコピー」(ステップ１)の評価の関係についてまとめ

たものを図３に示した。 

 

 

 

 

表２ 理由を話すための話型表 

表３ 各場面のワークシートにおける登場人物の心情が 

分かる言葉や文 

表４ 「人物キャッチコピー」の 

評価基準 
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図３ 表３で示した言葉や文に引いたサイドラインの本数と「人物キャッチコピー」の評価の関係 

 

図３からは，表３で示した言葉や文にサイドラインを引いた本数が多くても，評価基準が◎の「人物キ

ャッチコピー」を考えられることには必ずしもつながっていないことが分かる。また，引いた本数が少な 

かったり，全く引かなかったりしても，評価基準が◎の「人物キャッチコピー」を考えられる児童もいた。 

表３で示した言葉や文にサイドラインを引いた他にも，登場人物の心情に関連していないと思われる言葉 

や文に引いている児童もいたことから，サイドラインを引いた総本数が多くても，登場人物の心情・性格・

様子などを捉えることが必ずしもできるとは言えないと考えら

れる。 

そこで，サイドライン的確率（サイドラインを引いた総本数

に対して表３で示した言葉や文に引いた本数の割合）と「人物

キャッチコピー」の記述内容との関係を分析した。前述の「人

物キャッチコピー」の分析の評価基準を，「◎」３点，「○」２

点，「 △」１点と点数化し，平均点を算出したものを表５に示

した。サイドライン的確率は，ワークシート③以降は授業時間

を進める毎に上がったが，「 人物キャッチコピー」の評価との

はっきりした関係は見られなかった。 

検証授業前の意識調査では，「 どんな人物なのか，文のどこ

を見たら分かりますか」という質問に対して，「分からない」と答えた児童が 15 人いた。検証授業後の意

識調査では，同じ質問に対して，「分からない」と答えた児童は０人，「人物のしている所を読む」と答え

た児童が３人，「人物の言っている所を読む」と答えた児童が 11 人いた。意識調査の結果から，行動や会

話の叙述に着目しようとする意識が高まったことが推察される。 

ワークシート④では，個人での「人物キャッチコピー」を考える段階で，「 人物キャッチコピー」の評

価基準が◎の児童が 10 人いて， 他のワークシートと比べても高い数値であった。一方，ワークシート②

や⑤では，サイドライン的確率が他と比べて高いにも関わらず，「 人物キャッチコピー」の平均点が低か

った。要因として，どちらの場面も心情を表現する言葉が叙述に直接書かれておらず，複数の行動や会話

の叙述を関連付けた上で自分の言葉で表現しなければならないため，「 人物キャッチコピー」を考えるこ

とが難しかったことが挙げられる。 

これらの結果から，低学年においては，サイドラインを的確に引いても，児童が自力で複数の言葉や文

を関連付けて，登場人物の心情・性格・様子などを捉えることは難しいと考えられる。サイドライン的確

率がワークシート③以降は授業時間を進める毎に上がったことや，行動や会話の叙述に着目しようとする

意識が高まったことから，登場人物の心情が直接表されている言葉や文だけでなく，心情が直接表されて

いない行動や会話の叙述にも意識したサイドラインを引かせることを継続することで，登場人物の心情が

分かる言葉や文に着目する能力が高まっていくと考えられる。さらに，個人で「人物キャッチコピー」を

考える段階において，複数の言葉や文を関連付けて考えられる手立てが必要であると考える。   

 

※表の本数の最大値は，各

ワークシートにおいて，

表３で示した言葉や文の

最大の数 

表５ サイドライン的確率と 

「人物キャッチコピー」の評価 
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２ 「人物キャッチコピー」を基に交流する活動について 

交流前の「人物キャッチコピー」（ステップ１）と交流後の「人物キャッチコピー」（ステップ３）の記

述内容を，前述の評価基準に基づいて点数化し，平均点を算出したものを表６に示した。全ての場面にお

いて交流前より交流後の方が，平均点が高くなっている。また，授業時間を進める毎に交流後の平均点が

高まっている傾向が見られる。 

ワークシート②では，ステップ１の段階で個人による人物の理 

解が低く，グループで交流する活動が停滞していたため，全体交 

流の場を取り入れた。児童に生活経験を想起させ，登場人物の行 

動等を重ね合わせることで心情を考えるよう促した。そのことで，  

交流前から交流後への評価の上昇が他よりも大きかったと考えら 

れる。 

ワークシート②以降でも，グループで交流する活動が停滞した 

ときには，以下の発問や質問をした。 

・登場人物の行動の理由を問う ・登場人物の心情を問う 

・登場人物と似た行動をとった生活経験を想起させる 

ワークシート④の授業から，話す側は，サイドラインを引いた叙述（根拠）だけではなく理由も話せる

ようにする手立てとして，話型表（表２）を提示した。聞く側は，分からないことがあったら質問しても

よいとしたが，交流が活発化するような質問をする児童は少なかった。そのため，教師が全体への発問を

したり，グループ内に入って質問したりして，グループで交流する活動を促した。 

「人物キャッチコピー」を基に交流する活動が，人物の理解を広げることにつながっていたかの判断材

料とするために，抽出グループの交流する活動を記録した。図４は，その様子を示したものであり，太字

は「人物キャッチコピー」，下線部は「人物キャッチコピー」を考えた理由を表している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 抽出グループの交流する活動の記録 

 

表６ 交流前後の「人物キャッチコ

ピー」の評価 
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ワークシート①での交流する活動では，個々の「人物キャッチコピー」とサイドラインを引いた叙述（ 

根拠）を発表するだけで交流が終わっている。考えを一方的に話すだけで，人物の理解を広げるような交 

流をする活動にはなっていなかった。 

ワークシート④と⑤での交流する活動では，Ｂ児とＣ児が叙述（根拠）だけでなく，理由（図４の下線 

部）も話している。話型表（表２）提示後は，レベル２の話型を使って理由を話せる児童が多く見られた。 

レベル３は，叙述と生活経験を結び付けて理由を話す話型であるが，この話型を使って話せる児童は抽出

グループでは０人であった。抽出グループ以外でもレベル３の話型を使って話せた児童はおらず，使おう

としたものの相手に伝わる表現になっていなかった。話型表の提示の他に，教師が学級全体へ発問をした

り，グループ内に入って質問をしたりしたことで，登場人物の理解を広げる話合いができるようになって

きている。 

検証授業後に実施した意識調査では，交流が好きな理由として, 「人物キャッチコピーで交流するのが

好きだから」「友達がどんなキャッチコピーを書いたのか知りたいから」「交流するといろいろなキャッチ

コピーが分かるから」などが挙げられた。 

友達が根拠として挙げた言葉や文に着目したり，登場人物の心情・性格・様子などを想像しながら話し

合ったりしたことで，交流する活動後の「人物キャッチコピー」の平均点が高くなったと考える。これら

の結果から，本実践における「人物キャッチコピー」を基に交流する活動は，人物の理解を広げるのに有

効であったと言える。 

 

３ 意識調査の結果について 

文学的な文章を読む学習について，検証授業の事前と事後に意識調査を行った。人物の理解についての

意識調査の結果（図５）を見ると，「 あなたは物語を読んで誰が何をしたのか書いてある内容が分かりま

すか」という質問に対して，「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と肯定的な回答をした児童が

33％から 67％に上昇した。 

また，「 あなたはどんな人物かを考えながら物語を読んでいますか」という質問に対して，「 当てはま

る」「どちらかといえば当てはまる」と肯定的な回答をした児童が 72％から 86％に上昇した。これらの結

果から，叙述を正しく読もうとする意識や，人物について理解しながら読もうする意識が高まったと推察

できる。単元の導入段階で行った会話のかぎ（「 」）の上に，話した人物のシールを貼ったことも有効で

あったとも考えられる。 

 

 

交流する活動についての意識調査の結果（図６）を見ると，「 あなたは友達と交流することが好きです

か」という質問に対して，「 当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と肯定的な回答をした児童が 

62％から 86％に上昇した。検証授業前の意識調査では，約４割の児童が，自分の考えに自信をもてなかっ

たり，交流の仕方が分からなかったりして考えを伝えられていなかった。しかし，検証授業後の意識調査

では，交流する活動に参加しようとする意識が高まったことが分かる。「 人物キャッチコピー」を基に交

流する活動によって，自信をもって自分の考えを相手に伝えられるようになり，さらに，理由も話せるよ

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 人物の理解についての意識の変容 
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うになってきたと考えられる。 

また，「 あなたは交流をして友達の考えを聞いて考えが変わることが多いですか」という質問に対して，  

「 当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と肯定的な回答をした児童が 43％から 77％に上昇した。 

自分と友達の「人物キャッチコピー」を比べながら交流したことで，友達の考えを受け入れて，人物の理

解を広げることができたと考えられる。 

  

 

Ⅳ まとめ 

 

・低学年の段階では，登場人物の心情が分かる叙述にサイドラインを引いた後，自力で複数の叙述を関連

付けて，自分の言葉で「人物キャッチコピー」を表現するためには，教師のより具体的な手立てが必要

である。 

・「人物キャッチコピー」を基に交流する活動は，自分が着目できなかった叙述や登場人物の心情・性格・

様子などについて話し合うことができるので，人物の理解を広げることに有効である。 

・登場人物の心情が分かる言葉や文にサイドラインを引き，「 人物キャッチコピー」を考えることは，叙 

述を正しく読もうとする意識や，人物の理解をしながら読もうとする意識の向上の一助となる。 

 

Ⅴ 課題  

 

 ・サイドラインを的確に引いても，児童が自力で登場人物の心情・性格・様子などを捉えることは難しか

った。低学年において複数の叙述を関連付けて人物の理解ができるような手立てを探る必要がある。  

・交流する活動では，児童同士で質問をし合ったり，叙述と自分の生活経験とを結び付けて理由を話した

りするための手立てを探る必要がある。 
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図６ 交流する活動についての意識の変容 


